
2.非営利組織評価センターの設立

一般財団法人 非営利組織評価センター
理事長 太田達男（おおたたつお）

日本財団 総務部エグゼクティブ コミュニケーションチーム
リーダー 橋本朊幸（はしもとともゆき）



玉石混淆状態

「社会課題解決に向け活動している団
体」と「活動実態が分からない団体」

が混在

不祥事発覚報道

ソーシャルセクター全体の市民からの
信頼が低下

団体数 2016年2月9日現在
社会保障・税番号制度 国税庁法人番号公表サイトにて検索

団体数：NPO ５万団体、一般法人４万団体

一般財団法人

一般社団法人

(１)非営利組織は信頼できるのか？

諸外国では1990年代に各国でチ
ャリティ団体の評価認証事業を
開始。日本でも早くから必要性
が議論されていた。



(２)評価の力で非営利組織を後押ししたい

非営利組織の“組織状況”を客観的な基準によって独立した第三者が「評
価」を行う

評価の結果で「信頼できる」と判断した団体を積極的にPR

NPO法人をはじめ非営利組織の”ホワイトリスト”化により信頼できる団体
に寄付や支援が集まる



(３)有識者委員会での議論を経て団体創設

ミッションと事業／ガバナンス／コンプライアンス／透明性 ／事務局マネ
ジメントの5分野に関する基準を策定

2014年9月から約1年間にわたり、公益法人協会の太田理事長を委員長
に迎え、新しい制度のあり方を議論

非営利セクター、助成財団に広く呼びかけ、設立基金を募る



(４)非営利セクター各団体からの協力

賛同パートナー

キリン福祉財団
笹川平和財団
助成財団センター
損保ジャパン日本興亜環境財団
損保ジャパン日本興亜福祉財団
庭野平和財団
三菱財団



(５)自己評価の様子

団体の自己評価のフィージビリティー・スタディ（試行事業）にご協力いただいた
認定NPO法人カタリバ（東京）



(６)NPO法人等の第三者評価機関設立

２０１６年４月１日設立

・名 称 一般財団法人 非営利組織評価センター
・英語名 Japan CENTER for NPO EVALUATION（ JCNE ）
・目的 非営利公益組織の信頼性と資質の向上により、社会的課題

解決に貢献

組織の特徴

・全国レベルでの非営利組織の評価機関の設立は初の試み。
・広く民間セクターが協力し、設立・運営する。
・自らも公益性の高い非営利法人として組織する。



(7)当面の事業計画
評価対象
特定非営利活動法人・一般社団・財団法人の評価からスタート

評価基準
組織評価に限定、基準45項目により試行的に実施、年度内に逐次精度を
高めるべく検討(専門委員会設置）

評価手法
自己評価をベースにＪＣＮＥによる書面評価、将来訪問評価の可能性も検討

評価結果の公表
ＪＣＮＥのホームページ他、協力団体を通じて公表

認証制度
認証制度(認証マーク）も今後検討

評価料
初年度は無料、2017年度以降有料化を計画



<参考>諸外国の評価機関

BBB

wise Giving Alliance

Charity Navigator

DZI German Central Institute

for Social Issues

CCCC Canadian Council of

Christian Charities

Fundacion Lealtad

China Charity Information Center

Philippine Council for NGO Certification

Comité de la Charte


